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豪雨災害支援を強めよう
　いまコロナ禍のもと九州各地に甚大な被害がでています。昨年の台
風19号、２年前の西日本豪雨、３年前の九州北部豪雨と常態化してい
ます。住民の命を守り切るため、災害大国の政府の姿勢が改めて問わ
れます。

　「宣伝行動が大事」と支部を結成

兵庫

福岡

「
ま
だ
厳
し
い
部
落
差
別
」記
述

「
部
落
差
別
」
条
例
の
制
定
を
強
行
し
た
多
可
町
で

中
学
社
会
「
公
民
」
検
定
本
で

水平社創立100年に思う
全水100周年を迎え、考えること③

公益社団法人部落問題研究所理事　奥山　峰夫

但馬で学習会

　

東
播
人
権
連
多
可
支
部
の

結
成
総
会
が
６
月
21
日
、
多

可
町
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
25
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

多
可
町
で
は
３
月
議
会
で

「
多
可
町
部
落
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
が

制
定
強
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
町
民
は
こ
の
条
例
に

対
し
て
疑
問
や
不
信
を
持
っ

て
お
り
、
反
対
運
動
が
大
き

　

総
会
の
冒
頭
、
前
田
泰
義

東
播
人
権
連
会
長
が
あ
い
さ

つ
。「
多
可
町
で
は
条
例
の

制
定
強
行
を
許
し
ま
し
た

が
、
反
対
運
動
で
積
み
上
げ

て
き
た
幅
広
い
町
民
と
の
信

頼
関
係
を
土
台
に
、
人
権
連

多
可
支
部
が
牽
引
車
に
な
っ

て
同
和
対
策
の
復
活
を
許
さ

ず
行
政
主
導
の
人
権
啓
発
に

反
対
し
条
例
を
無
力
化
さ
せ

る
運
動
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

東
播
地
方
で
人
権
連
支
部
の

な
い
市
町
は
多
可
町
だ
け
で

し
た
。
本
日
の
支
部
結
成
で

８
市
３
町
す
べ
て
の
自
治
体

で
組
織
が
で
き
ま
し
た
。
非

常
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
は
こ
の
後
、
支
部
準

備
会
責
任
者
の
杉
浦
日
出
夫

さ
ん
が
支
部
結
成
に
い
た
る

経
過
報
告
を
行
い
、
支
部
規

約
を
確
認
し
、
諸
役
員
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
多
く
の
参
加
者

が
発
言
。「
条
例
は
通
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
意
見
を
は
っ

き
り
言
う
人
権
連
支
部
の
役

割
は
重
大
だ
」「
町
民
の
中

で
条
例
が
必
要
と
い
う
意
見

は
少
な
い
。
今
後
と
も
み
ん

な
を
勇
気
づ
け
る
宣
伝
行
動

が
大
事
」「
今
日
ま
だ
差
別

が
残
っ
て
い
る
と
い
う
の

「
同
和
地
区
」も「
対
象
住
民
」

も
な
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て

　

二
〇
二
二
年
、
全
国
水
平

社
創
立
（
一
九
二
二
・
大
正

十
一
年
）
一
〇
〇
年
を
迎
え

る
。
そ
れ
以
前
は
「
部
落
住

民
」
に
対
し
て
排
除
、
忌

避
、
不
公
平
取
扱
い
す
る
こ

と
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
き

た
日
本
社
会
に
重
大
な
衝
撃

を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
か
ろ
う
。

　

五
〇
年
余
り
前
、
部
落
問

題
研
究
所
は
、「
水
平
運
動

の
総
合
的
研
究
」
の
共
同
研

究
に
取
組
ん
だ
（
こ
の
研
究

は
多
く
の
人
の
協
力
を
得
て

『
水
平
運
動
史
の
研
究
』
全

六
巻
、
第
一
巻
年
表
篇
、
第

二
～
四
巻
資
料
篇
、
第
五
～

六
巻
研
究
篇
）
と
い
う
形
に

結
実
し
た
。

　

方
針
と
し
て
は
、
六
〇
年

代
末
か
ら
掲
げ
ら
れ
て
い
た

が
、
具
体
的
に
動
き
出
し
た

の
は
一
九
七
〇
年
か
ら
だ
っ

た
と
思
う
。

　

筆
者
も
、
資
料
を
読
ん
で

年
表
の
も
と
と
な
る
カ
ー
ド

を
と
る
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と

し
て
作
業
に
従
事
し
た
。
こ

の
作
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
う

か
兄
貴
分
は
、
立
命
館
大
学

大
学
院
で
日
本
近
代
史
を
専

攻
し
た
野
村
宣
行
さ
ん
（
一

九
四
二
～
一
九
七
六
）
だ
っ

た
。
そ
し
て
実
質
的
な
監
督

は
、
馬
原
鉄
男
さ
ん
（
一
九

三
〇
～
一
九
九
二
、
当
時
大

阪
工
業
高
専
教
授
、
の
ち
立

命
館
大
学
教
授
）
だ
っ
た
。

馬
原
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
収

集
し
て
き
た
水
平
運
動
の
資

料
を
、
言
葉
と
し
て
は
上
品

で
は
な
い
が
す
べ
て
吐
き
出

し
た
。
同
時
に
馬
原
さ
ん
は

研
究
の
組
織
者
で
あ
っ
た
。

新
藤
東
洋
男
さ
ん
（
福
岡
県

大
牟
田
市
、
当
時
中
学
校
教

諭
）
か
ら
、
部
活
で
サ
ッ
カ

ー
を
し
て
い
た
ら
馬
原
さ
ん

が
訪
ね
て
来
た
と
い
う
話
を

聞
い
た
記
憶
が
あ
る
。

　

こ
の
共
同
研
究
に
参
加
し

た
鈴
木
良
さ
ん
（
一
九
三
四

～
二
〇
一
五
、
当
時
奈
良
女

子
大
付
属
高
校
教
諭
、
の
ち

立
命
館
大
学
教
授
）
は
、
研

究
を
発
展
さ
せ
、（『
水
平
社

創
立
の
研
究
』
部
落
問
題
研

究
所
、
二
〇
〇
五
年
）
を
刊

行
し
た
。

　

当
時
は
、
水
平
運
動
の
活

動
家
が
健
在
で
あ
り
、
国
民

融
合
全
国
会
議
結
成
（
一
九

七
五
年
）
準
備
の
下
働
き
を

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
松

本
吉
之
助
さ
ん
（
一
九
〇
一

～
一
九
八
一
、
福
岡
・
飯
塚

市
）
、
北
原
泰
作
さ
ん
（
一

九
〇
六
～
一
九
八
一
、
岐
阜

市
）と
知
り
あ
っ
た
。木
村
京

太
郎
さ
ん
（
一
九
〇
二
～
一

九
八
八
）は
、部
落
問
題
研
究

所
の
常
務
理
事
で
あ
っ
た
か

ら
、日
常
的
に
接
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
人
に
共
通
し
て

い
た
と
思
う
の
は
、
「
よ
き

日
」
の
た
め
の
情
熱
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
全
水
創
立
一
〇

〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
松
本
さ
ん
の
『
筑
豊
に

生
き
る
』（
部
落
問
題
研
究

所
）、北
原
さ
ん
の
『
賤
民
の

後
裔
』（
筑
摩
書
房
）、
木
村

さ
ん
の
『
水
平
社
運
動
の
思

い
出
』上
・
下（
部
落
問
題
研

究
所
）
を
改
め
て
読
み
返
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

文
科
省
は
２
０
２
１
（
令

和
３
）
年
度
使
用
の
中
学
校

教
科
書
検
定
本
の
閲
覧
を
全

国
で
実
施
。
６
月
末
、
北
九

州
会
場
（
小
倉
北
区
）
で
中

学

社

会
『

公

民

』
、『

歴

史
』、『
道
徳
』
の
３
教
科
を

閲
覧
し
ま
し
た
。

　

人
権
問
題
を
扱
う
『
公

民
』
教
科
書
で
部
落
問
題
を

扱
っ
て
い
る
の
は
「
自
由

社
」「
日
本
文
教
出
版
」「
東

京
書
籍
」「
教
育
出
版
」「
育
鵬

社
」
の
５
社
。
歴
史
分
野
で

は「
山
川
出
版
社
」「
学
び
舎
」

の
２
社
が
全
国
水
平
社
の
創

立
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

『
公
民
』
で
の
各
社
の
扱

い
は
、
ほ
ぼ
横
並
び
。
い
ず

れ
も
「
同
対
審
答
申
、
同
和

特
別
対
策
法
の
実
施
で
大
き

く
差
別
は
改
善
し
、
事
業
は

終
了
し
た
」
と
紹
介
。

　

し
か
し
、

そ
の
一
方
で

「
ま
だ
結
婚
、
就
職
な
ど
に

関
し
て
い
わ
れ
の
な
い
差
別

が
残
存
し
て
い
ま
す
」
と
か

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差

別
的
な
表
現
も
み
ら
れ
、
２

０
１
６
年
に
部
落
差
別
解
消

推
進
法
が
制
定
さ
れ
、
差
別

解
消
に
向
け
た
と
り
く
み
が

強
化
さ
れ
て
い
る
」
と
記

載
。
い
ず
れ
も
各
社
の
部
落

問
題
の
紹
介
記
述
は
同
じ
ト

ー
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

資
料
紹
介
で
も
同
対
審
答

申
の
要
旨
と
差
別
解
消
推
進

法
の
要
旨
の
み
。
参

議
院
の
附
帯
決
議
の

紹
介
は
な
し
。
２
０

０
２
年
の
事
業
終
了

時
の
総
務
省
が
ま
と

め
た
『
同
和
行
政

史
』
の
紹
介
は
、
各

社
と
も
に
き
れ
い
さ

っ

ぱ
り
黙
殺
。

ま

だ
、
部
落
問
題
を
特

別
扱
い
し
て
い
る
現

状
が
、
特
徴
で
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
、

と
り
わ
け
酷
い
の
は
歴
史
修

正
主
義
、
天
皇
崇
拝
の
「
育

鵬
社
」
で
す
。

　

『
新
し
い
み
ん
な
の
公

民
』
60
㌻
に
「
部
落
差
別
の

解
消
に
尽
く
し
た
西
光
万

吉
」
を
紹
介
。「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！

②
西
光
万
吉
は
熱
心
な
天
皇

崇
拝
論
者
で
し
た
。
そ
の
こ

と
と
彼
の
平
等
主
義
は
ど
の

よ
う
に
両
立
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
か
、
話
し
合
っ
て
み

ま
し
ょ
う
」
と
中
学
生
に
問

い
か
け
て
い
ま
す
。

　

戦
前
、
戦
中
の
西
光
の
思

想
的
な
懊
悩
、
揺
れ
に
つ
い

て
は
部
落
問
題
研
究
者
の
間

で
も
、
意
見
、
見
解
が
分
か

れ
定
ま
っ
て
い
な
い
「
生
煮

え
」
の
テ
ー
マ
を
中
学
生
に

討
論
さ
せ
る
の
は
無
理
が
あ

り
ま
す
。

　

一
部
運
動
団
体
の
運
動
論

と
い
え
る
「
差
別
解
消
法
」

の
推
進
を
教
科
書
で
中
学
生

に
、
教
師
が
公
教
育
と
し
て

指
導
す
る
の
は
、「
運
動
と

教
育
の
峻
別
」
を
強
調
し
た

同
対
審
答
申
の
指
摘
を
踏
み

に
じ
る
も
の
で
、
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
植
山
光
朗
）

は
、
解
同
の
糾
弾
後
遺
症
と

同
和
行
政
の
歪
み
に
よ
る
も

の
だ
」「
解
放
学
級
が
今
も
続

い
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
親

た
ち
は
や
め
さ
せ
た
い
が
、

教
育
委
員
会
が
い
つ
ま
で
も

押
し
つ
け
て
く
る
」
な
ど
活

発
な
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
多
可
町
長
に
対

す
る
人
権
連
支
部
結
成
の
通

告
書
と
要
求
書
を
確
認
し
、

明
日
の
午
前
中
に
町
へ
提
出

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

な
お
決
ま
っ
た
役
員
は
、

藤
原
勝
宣
支
部
長
、
杉
浦
日

出
夫
副
支
部
長
、
内
藤
公
二

副
支
部
長
、
吉
川
正
彦
会
計

他
。

く
広
が
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
条
例
反
対
運
動

を
担
っ
て
き
た
人
た
ち
が

中
心
に
な
っ
て
人
権
連
支

部
の
結
成
に
至
り
ま
し
た
。
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